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私たちは「学校教育目標」および「商業研究部 活動 VISION」に基づいて、活動を行っ

ています。 
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商業研究部の VISION「目指すのは本気で社会課題を解決する部活動」 

学校教育目標「世界の人々から尊敬されるグローバルシチズンとしての日本人の育成」 



あらたな研究テーマで取り組むか。それとも、 

昨年の研究テーマを継続するか。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の活動を整理する 

昨年は「食品ロスの未来～わたしたちの挑戦～」をテーマに掲げ、3 年振りに商業クラ

ブ発表大会にエントリーしました。しかし、新型コロナウィルス感染症の猛威は止まらず、

予定したとおりの活動はできませんでした。それでも私たちは必ず夜が明けることを信じ

て、一つひとつできることを続けてきました。 

 

今年の研究テーマを決める 

 昨年は活動の大半を取材活動に費やし、私たちが発信する実践活動ができませんでした。

今年あらたに研究テーマを設定するか、または昨年の研究テーマを継続するか部員で話し 

合いをしました。そこで出た意見は、「昨年の活動を中途半端なままにしたくない」、「あら

たなテーマ設定は部の活動 VISION からはずれることになる」、というものでした。 

私たちは昨年の取り組みをもう一度見直し、テーマを継続することを前提に、これから

どのような活動を行うのかを再び話し合うことにしました。 

そこで出た意見をもとにして、次のような方針を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、今年の活動テーマを次のように決定しました。 

 

 

 

昨年の取材活動から 

 

 

 

 

食品ロスの未来～廃棄物に新たな価値を～ 

取材を通して得たことを 2 年目に生かす 

 具体的には 

 ①どの視点から食品ロスをとらえるか絞ること  

 ②昨年のアクションリストをもとに、実践活動の軸を再構築すること  

 ③コロナ禍はまだ続く可能性があり、どのような状況下でも持続可能な取り組みを 

実践すること  

PART １  【テーマ】 

昨年はコロナ禍で実践活動ができなかった 

今年の研究テーマ 
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外部資料をもとに世界と日本の食品ロスの現状を 

再確認。そして私たちが住む札幌市のロス量は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界第 14 位 

「UNEP Food Waste Index Report 2021」（UNEP：国際連合環境計画）では、家庭で廃棄

される食べ物の量について、世界ランキングを発表しています。2021 年版の結果は以下の

とおりで日本は 14 番目に食品ロスが多い国だということがわかります。 

単位：トン 

順位 国 名 食品廃棄量 順位 国 名 食品廃棄量 

1 中国 91,646,213 11 フィリピン 9,334,477 

2 インド 68,760,163 12 エジプト 9,136,941 

3 ナイジェリア 37,941,470 13 コンゴ 8,912,903 

4 インドネシア 20,938,252 14 日本 8,159,891 

5 アメリカ合衆国 19,359,951 15 トルコ 7,762,575 

6 パキスタン 15,947,645 16 ベトナム 7,346,717 

7 ブラジル 12,578,308 17 タンザニア 6,907,649 

8 メキシコ 11,979,364 18 ドイツ 6,236,775 

9 バングラデシュ 10,618,233 19 イラン 5,884,842 

10 エチオピア 10,327,236 20 フランス 5,522,358 

世界の食品ロス（フードロス）は９億 3,100 万トン（推定値） 

               （出典 UNEP Food Waste Index Report 2021） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PART ２  【現状分析】 

食品ロスの現状 

世界と日本のデータはインターネット調査／札幌市へはメールで質問 

用語の定義 

「Food Loss」小売業者、外食産業提供者、消費者を除く、チェーン内の食品供給業

者による決定と行動に起因するもの。 

「Food Waste」小売業者、外食産業提供者、および消費者による決定と行動に起因す

るものを指す。 

資料:農林水産省・環境省「R2 推計」 
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2030 年の目標は 2000 年のロス量 50% 

SDGｓ目標 12 のターゲット 3 は「2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一

人当たりの食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食

品ロスを減少させる」です。日本国内も下図のように具体的な目標を設定して、様々な取

り組みが行われています。 

2019 年 10 月に施行された食品ロスの削減の推進に関する法律では「消費者、事業者が、

食品ロスの削減について理解と関心を深め、それぞれの立場から取り組むことを推進する」

とあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 消費者庁消費者教育推進課「農林水産省・環境省推計」 

 

札幌市のロス量 

家庭ごみに含まれる食品ロス量（食べ残しや手つかずの食品） 

 H29 年度実績 H30 年度実績 R1 年度実績 

食品ロス量（推計値） 20,133ｔ 20,106ｔ 19,155ｔ 

4 人世帯で年間約 40ｋg、約 23,000 円の食品を捨てている計算 

 

 札幌市の食品ロス廃棄量は微減。廃棄はもったいないだけでなく、処理にかかる費用（税

金）や環境問題とも連動し、その地域で生活する人々に直接関わります。 

 

 世界、日本、札幌市の食品ロス量を認識したうえで、次のように仮説と企画を立てまし

た。 
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プロジェクトを進める中で発生するトラブルや 

環境の変化にも柔軟に対応。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの仮説と２つの企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

PART 3  【仮説】【企画】 

仮説と企画 

 

「家庭系食品ロスへのアプローチ」 

家庭で発生する余剰食品に、あらた

な価値付けを行うことで食品ロス

が減るのではないか。また、継続的

な啓発活動を行うことで、消費者の

当事者意識が高まるのではないか。 

 

家
庭
系
食
品
ロ
ス

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

事
業
系
食
品
ロ
ス 

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

 

「事業系食品ロスへのアプローチ」 

生産現場で発生する食品廃棄物の

アップサイクルで食品ロスを減ら

せるのではないか。また、開発商品

を販売することにより、生産者、消

費者の当事者意識が高まるのでは

ないか。 

仮説の設定 

企画（アクション） 

地域に根差した活動を行う 

①継続的なフードドライブ実施 

②余剰食品の価値を可視化する 

③食品ロス削減モデル地域づくり 

④③を実現するための産官学連携 

 

地域を越えた活動を行う 

①アップサイクル商品の開発 

②①を実現するために、それぞれの

強みを持つ生産者と生産者をつな

ぐ 

③販売によりあらたな利益を生む 

ゴール設定 【ロス品に新たな価値を生み出して食品ロス削減を目指す】 

仮説①消費者視点の活動 仮説②生産者視点の活動 

私たちは両輪を回しながら前に進みます 
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他校生徒の積極的な取り組みを知って、とても刺激

を受けました。 

   

 

 

 

 

 

こ 

 

 

 

持続可能な世界・北海道高校生コンテスト 

  「第４回持続可能な世界・北海道高校生コンテスト」 

（主催：第 4 回持続可能な世界・北海道高校生ポス 

ターコンテスト実行委員会 共催：RCE 北海道道央 

圏協議会・札幌-道央圏 ESD-SDGｓコンソーシアム 

（北海道大学大学院環境科学院））の情報得て、私た 

ちは迷わず参加することにしました。参加の目的は、 

もっとたくさんの方に食品ロスの現状を知ってもら 

い、意識を高めてもらうこと。そして、活動に対する客観的な意見やアドバイスをいただ

くことでした。コンテストの趣旨は持続可能な開発目標（SDGｓ）の視点から、①「総合的

な探究の時間」の授業や②部活動で行った研究、③学外団体と協働した活動の成果、④複

数の高校で取り組んだことを持ちより、参加者同士が見せ合い学ぶことです。私たちは②

の観点から「食品ロスの未来～私たちの挑戦～」としてそれまでの研究・実践をまとめた

動画と、活動骨子資料を作成し応募しました。普通科や農業科など様々な校種から 32 校

80 チーム、312 名の生徒が参加する大きなコンテストでした。53 名の大人が部門ごとに分

かれて審査に当たられ、私たちは「世界に拡がれエコチル賞」という特別賞をいただくこ

とができました。また、審査員 7 名の講評を書面でいただき、これからの活動の励みと自

信になりました。受賞作品発表後には生徒同士のオンライン交流会があり、100 名を超え

る高校生が参加しました。私たちも 2 つのグループに分かれて、異なるテーマを持って活

動している他校の生徒と意見の交換をすることができました。様々な取り組みを実践して

いる高校生がたくさんいることを知り、大きな刺激を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査員の講評（一部） 

日本での食品ロスの現状や課題を調べ、仮説を立て、検証を行うことで社

会課題解決のプロセスを学んでいると感じました。フードドライブという

言葉や活動が、周りに知られると協力してくれる人や団体が増えそうだと

思います。これからも応援しています。  

私たちの活動を知ってもらう 

PART 4  【実践】 

できることから始めてみよう！ 
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家庭で余った食料品を学校や職場などに集約して、

これをフードバンクや慈善団体などに寄付する活動

をフードドライブという。 

 

①家庭における食品廃棄物の減少 

②本校生徒への食品ロス問題の意識向上  

③食品ロス問題についての意識調査  

実施の目的 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

 

    

校内フードドライブにおけるＰＤＣＡサイクル 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての校内フードドライブ 

 課題は広報活動 

PART 5  【実践】 

令和 3 年 12 月 13 日（月）～15 日（水） 

①先行事例調査           ⑤広報計画 

②寄付先検討            ⑥アンケートの作成 

③企画書の作成           ⑦シフト計画 

④校内実施の許可取り        ⑧ブース掲示物作製 

                                           

実施計画（Plan） 

①回収               ④アンケート調査  

②賞味期限確認           ⑤寄付品リスト化 

③破損確認             ⑥寄付品受け渡し  

                                           

実施（Do） 

①計画に対する検証・評価 

②実施に対する検証・評価 

評価・検証(Check) 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

初めての実践活動。どの

ように PDCA を回したの

かをご紹介します。 
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実施モデルは札幌市の取り組み 

 校内で初めて実施するフードドライブのモデルは、令和 3 年 10 月の札幌市の取り組み

を参考にしました。実施に当たってわからないことが多かったので、札幌市のホームペー

ジをリサーチして企画を作成。その後、札幌市環境局（担当部局）へ電話で問い合わせを

し、さらに不明な点を確認しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

回収した食品の譲渡先は、札幌市と同様に（公財）札幌国際プラザ（以下、財団）とし、

事前に電話で受け取ってもらえる食品の種類や賞味期限、受渡日の確認を行いました。タ

イミングよく札幌市の在住外国人に食品を配布する財団主催の催しがあり、寄付申し入れ

を喜んでいただけました。 

 

校内への広報 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①広報方法の改善  

 

改善(Act) 
Ａ 

 

・受け取って良いもの、受け取ってはいけないもの 

・賞味期限はどの程度残っていればよいのか 

・公的な手続き 

・寄付いただいた食品や個人の情報保持 

・回収の手順 

・食品の譲渡先 

校内への広報は A4 サイズのフライヤーを作

成し、宛名は保護者の方・生徒の皆さんとして

全校生徒 950 人と教職員に配布しました。（印

刷 1,100 枚 費用 4,000 円）また、同様のフラ

イヤーを校内の掲示板や階段に掲示し、フライ

ヤー配布後も生徒の目に留まるようにしまし

た。 

 

 フライヤーにはアンケートフォーム（Google 

Forms）につながる QR コードを載せました。食

品ロス品を持ってきた生徒には、その場でアン

ケートに答えてもらいましたが、家庭に提供で

きる食品がない方（保護者を想定）にもアンケ

ートによる調査を行いたかったので、このよう

な方法を取りました。 

確認事項 
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アンケートはデジタルで 部活動 DX 

 食品ロスだけではなく紙使用量の削減も 

図るため、アンケートは Google Forms で作 

成しました。食品を受け付けるブースに 

ipad3 台を用意して、食品を提供いただい 

た生徒および教職員にその場で入力を、 

お願いしました。 

 また、集計の際も従来のようにアンケー 

ト用紙を 1 枚 1 枚確認しながら表計算ソフ 

トに入力する必要がなく、Google Forms の 

機能を活用することにより大幅な時間削減 

を図ることができました。 

 

DX 

ICT の浸透が人々の生活をあらゆる面で 

より良い方向に変化させること 

 

26 人 101 点の食品寄付 

 

疒 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

アンケートから見えたもの 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 日間の実施で 26 人の生徒および教職

員から 101 点の食品ロス品の提供をいた

だきました。再度、賞味期限、包装等の

破損がないかを点検したあと回収品リス

トを作成し、譲渡先の（公財）札幌国際

交流プラザにお渡ししました。提供して

くれたみなさんの善意にあらたな価値が

付加され、必要な人に活用していただく

ことができました。 

 

よく知っ

ている

52%

ある程度

知ってい

る

48%

食品ロスが問題となっていることを

知っていますか

回答数 27 件 

 年齢内訳    10 代～17 件  30 代～ 1 件  40 代～4 件  50 代～5 件 

1回 23%

2,3回

15%

6,7回 8%

廃棄ゼロ

54%

家庭で食品を廃棄する頻度

（週）
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小さな一歩の評価と課題 

 食品としての価値を失いかけていた家庭の余剰品をフードドライブという手段を用いて

回収し、必要な方へ届けることで新たな価値づけが行えたと考えています。（価値の再生産） 

私たちがお届けした食品を食べて美味しいと感じた 

人が、次は購入という行動に移るかもしれません。  

このような副次的効果も十分期待されます。  

  

 フードドライブ実施中に他の用件で来校されてい  

た PTA の方がこのようにお話しされました。「知って  

いれば余剰品を持ってきたのに」。  この活動の広報は事前に生徒へ配布したフライヤ

ーのみでした。保護者の方に情報がどの程度届いたかは調査をしていないので分かりませ

んが、広報活動の大切さに気付くことができました。  

食品 ゴミ

食品 

廃棄した方への質問 

直近 1 週間で捨てたものがあれば教えてください（複数回答可） 

野菜～5 件  パン～1 件  菓子～2 件  麺～1 件  その他～5 件 

 

よく知っている

22%

ある程度知っ

ている

48%

あまり知

らない

26%

全く知らない

4%

フードバンク、フードパントリー、フードド

ライブなどの取り組みを知っているか

知ってい

る

22%

知らない

78%

食品ロス削減の推進に関する法律を

知っているか

廃棄ゼロが 50％超え。このデータでは、廃棄する人の量がどのく

らいか分からないよね。 

食品ロス問題をほとんどの人が知っているけれど、削減の取り組

みについて知らない人が 30%。継続的な啓発活動が必要だね。 

法律についてはほとんど知らない。そういう私たちも、この研究

を始めてから知りました。普段、目にしたり聞いたりすることが

ないよね。知ることで意識が変化するかも。 

アンケートから考察したこと 

価値の再生産 
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ショッピングモールでフードドライブを実施。札幌市

北区を食品ロス削減のモデル地域にできないかと

挑戦を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内から校外へ  

 モデル地域づくりへの挑戦 

令和 4 年 6 月 11（土）・12（日）・１８（土）・１９日（日） 

  

①家庭における食品廃棄物の減少 

②地域住民への啓発、当事者意識の向上 

③食品ロス問題についての意識調査  

実施の目的 

実施日時 令和 4 年 6 月 11 日（土）12 日（日）18 日（土）19 日（日）の 4 日間 

       10 時から 12 時 

場  所 コープさっぽろ しんことに店 （札幌市北区新琴似 1 条 12 丁目 6 番 52） 

5 月後半からコロナ陽性者数が減少してきたので、感染防止策を講じながら校外でフ

ードドライブを行うことにしました。①学校から近く、②人が集まる場所で、③広い駐

車場がある、コープさっぽろ しんことに店に場所をお借りできるか打診させていた

だきました。写真のようにショッピングモールの一角にあり、395 台の駐車スペースが

あります。買い物のついでに食品の余剰品を持ち込んでもらえるという期待のもと、店

長の鈴木様にフードドライブの企画書を持参し、私たちの活動の趣旨を説明しました。

その場で快諾を得ることができ、店舗前のスペースを貸していただけることになりま

した。また、事前に店頭でフライヤーを配布することも承諾いただきました。 

PART 6  【実践】 
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事前の広報活動は大切 

校内フードドライブの反省を踏まえて、次のような広報活動を行いました。 

 ①札幌市北区役所内にフライヤーを置かせていただきました。 

 ②北区新琴似まちづくりセンターにフライヤーを掲示していただきました。 

 ③北海道新聞社にプレスリリースを送信して取材をしていただきました。 

 ④実施 3 日前に、店舗前で 150 枚のフライヤーを手渡ししました。 

 ⑤実施中も翌日、翌週の活動 PR のためフライヤーを各日 100 枚手渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市北区から情報発信 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 人口 世帯数 

中央区 242,939 150,013 

北区 285,894 155,689 

東区 261,831 145,980 

白石区 213,506 126,318 

厚別区 125,268 66,505 

豊平区 225,486 132,494 

清田区 111,593 53,743 

南区 135,365 73,802 

西区 218,570 119,380 

手稲区 141,680 71,251 

札幌市 札幌市の人口・世帯数 

（住民基本台帳人口）令和 4 年 6 月 

 

本校がある札幌市北区は右表のとおり、札

幌市10区のなかで人口も世帯数も一番多い区

です。また、札幌市における人口比率は

14.6％、世帯数比率は 14.2％です。 

札幌市の北部に位置する北区は、札幌駅北

口が区の南端にあたり、産官学と居住地が整

然と街のなかにデザインされています。区内

には東京オリンピック2020のマラソンコース

にもなった北海道大学があります。 

私たちは高校生活の大半を過ごす北区でフ

ードドライブを継続的に行い、食品ロス削減

に向けて情報を発信していきます。また、まち

づくりセンターや北区役所に協力を願い、食

品ロス対策の先進地区にしたいと考えていま

す。 

フライヤーのデザイ

ンは、校内フードドラ

イブと同じにしてい

ます。統一したデザイ

ンを使用することに

より、札幌国際情報高

校商業研究部の取り

組みを連想させると

いう狙いがあります。 

Instagram の商業研究部アカ

ウントを QR で掲載し、DM

（ダイレクトメール）で問い

合わせができるようにしまし

た。 
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食品が集まらない 2 日間 

 フードドライブ初日。天気も良く、予定通り店舗前にブースを設置させていただきまし

た。ブースには活動を紹介するパネルの他、サンプルの食品とフードドライブ実施中の看

板を置きました。お店は 9 時から開店しているので、私たちが始めた 10 時には店内には

お客様がいます。ブースを挟んで左右 5 メートル程の所に出入口がありますが、来店する

ほとんどのお客様が駐車場からまっすぐ出入り口 

に向かいます。買い物を終えた方も出入り口から 

車に直行です。稀にブースに寄ってくれる人もい 

ましたが、何か販売していると勘違いされた方が 

ほとんどでした。想定外のことが起きていると判 

断し、活動最中に仮説を立てその理由を探りまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

       仮説を検証するために早速行動開始です。  

       ①出入り口付近でフライヤーを配布し、お客様の反応を見ます。 

 

        

 

  

 

 

 

声を掛けてフライヤーを渡すと、ほとんどの人が足を止めて話を聞いてくれました。し

かし、イベントを初めて知ったという人が多く、平日に来るお客様と土日に来るお客様は

異なることが推察されました。  

すでにフードドライブは始まっていますので、翌週の土日に向けた広報活動を重点的に

行うことにしました。併せてアンケートの収集にも力を入れました。  

 

2 日目はあいにくの雨模様で気温が低かったので、 

副店長様のご厚意で店内にブースを移動し実施させ 

ていただきました。サービスカウンター横のスペー 

スをお借りしましたが、日曜日で来店客も多く店内 

で声掛けするには買い物の邪魔になりそうでしたの 

で、フライヤーとアンケート収集は昨日同様、屋外の出入り口付近で行いました。 

仮説 

事前に店頭でフライヤーを配布したとき（水曜

日の夕方）の客層と、実施日（土日）の客層が

異なり、来店者はフードドライブを実施してい

ることを知らないのではないか。 
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 2 日間で食品の余剰品回収はゼロ。しかし、200 人以上の人に食品ロス削減の啓発活動

を行えたということでは良かったと思っています。 

 

北海道新聞社の取材 

 2 日目、プレスリリースで取材のお願いをしていた(株)北海道新聞社の記者とカメラマ

ンの方ががお店に来てくれました。パブリシティ効果を望んでいた私たちにとって、この

タイミングで取材していただけたことがとても嬉しかったです。私たちが手配りしたフラ

イヤーは事前配布 150 枚と実施日 2 日間で配布した 200 枚の合計 350 枚。北海道新聞社の

北区内購読者数は 43,940 部。【(株)道新サービスセンターの折込広告を申し込むサイトに

記載されている北区の定数から算出】単純計算だと約 125 倍の人に情報が伝わることにな

ります。新聞掲載は水曜日の予定。次週土・日曜日の人の流れは間違いなく変わることを

信じ、記事掲載を楽しみに待ちました。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

22 人から 352 点の寄付をいただきました 

 3 日目、4 日目の 2 日間で 352 点の余剰品を回 

収することができました。寄付をしてくださった 

方の情報ソースは次の通りです。 

 

 新聞記事を見て フライヤーを見て 

3 日目 7 人 5 人 

4 日目 10 人 0 人 

 

 前週 2 日間と全く様子が異なり、3 日目は開始 

時刻の前からブースに人が集まりました。「新聞 

見たよ」と、食品が入った大きな段ボールを抱え 

られた方もいて、とても嬉しかったです。77％の 

人が新聞記事を見て行動を起こし、パブリシティ 

効果が証明されました。また、私たちが前週配布  

したフライヤーでいらしてくれた方も 5 名おり、  

仮説を立てて行動したことは無駄ではありませんでした。  

 

北海道新聞朝刊 令和 4 年 6 月 15 日(水) 

一番はじめに寄付していただいた方と  
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札幌市の事業と比較してみる  

令和 3 年 10 月 25 日（月）～10 月 29 日（金）10 時 00 分～16 時 00、札幌市役所本

庁 1 階ロビーでフードドライブが実施されました。札幌市が公開している資料『札幌市フ

ードドライブモデル事業実施報告（概要版）』を使い、私たちの活動を分析してみまし

た。 

 

 

Ⅰ 分析の前に 

 札幌市では食品の重量を算出していますが、私たちは 

食品ロス品の価値という観点から価格を表示しています。 

回収品のメーカー、商品名、賞味期限をすべてリスト化 

したあと、インターネットを使い一般的な価格を調査し 

ました。最近、食品の値上げが相次いで発表されていま 

すので、価格の相違が想定されますが、研究対象として 

の誤差の範囲として扱っています。 

 

Ⅱ 分析してみて 

  

 

 

 

 

 

 

       

 札幌市 商業研究部 

品 目 合 計（個） 総重量（kg） 合計（個） 金額（円） 

お米 24 66.2 0 0 

乾麺 137 87.1 14 4,776 

缶詰・瓶詰 367 99.3 60 13,140 

レトルト 226 61.1 34 6,978 

インスタント 159 16.1 65 10,516 

お菓子 363 52.5 9 1,160 

飲料 223 66.5 47 9,440 

調味料 102 44.3 26 9,957 

のり・ふりかけ等 110 7.7 0 0 

その他 158 51.8 97 18,420 

合計 1,869 個 552.6 352 個 74,387 円 

受付人数 189 人  22 人  

 札幌市 商業研究部 

実施時間 30 時間（6 時間×5 日間） 8 時間（2 時間×4 日間） 

a 個数／時間 62.3 個 88 個 

b 人数／時間 6.3 人 5.5 人 

c 個数／人 9.9 個 16 個 

d 金額／人 － 3,381 円 
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Ⅲ 考察 

①b 時間当たり人数は 0.8 人の差。場所と行動時刻のピークを考慮して実施時間を設定す

れば、短時間でも効果は得られます。実施中に分かったことですが、コープさっぽろ し

んことに店の週末の来店者数は 3,000 人、来店ピークは 11 時ころ。私たちのブースにいら

した方も、その時間帯に集中しました。 

②ｃ一人当たり個数は札幌市よりも約 6 個多い。札幌市役所はまちの中心部に位置し、車

で直接持ち込むことができません。駐車スペースがあることは重要だと思います。 

③ｄ一人当たり金額は札幌市との比較はできませんでした。私たちが回収した金額は一人

当たり 3,381 円でしたが、データを集積すれば地域にの指標を作ることができます。金額

を示すことにより、家庭で失う価値として説得力が増し、より当事者意識が高くなると考

えます。 

 

副次的効果 

新聞記事を見て、他の区からわざわざ余剰品を持ってきてくれた方がいました。また、

趣旨とは異なりますが、「君たちが頑張っているから」と、お店で購入いただいた食品を少

し寄付してくださった方もいました。 

場所を提供いただいたコープさっぽろの副店長様からは、皆さんの活動がお店の来店動

機につながっているというお話をいただきました。どれも私たちにとって嬉しいことです。 

地域社会の応援を受けて活動できることに感謝したいと思います。 

 

テレビでの紹介 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査から見えたこと 

 校外のためデジタル機器が用意できませんでしたので、紙によるアンケートを実施しま

した。回答数 141 件  ＊紙面の都合上、グラフは割愛します 
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7 月 19 日（火）、テレビ北海道で私たちのフード

ドライブとアップサイクルの取り組みが放映さ

れました。 

https://www.youtube.com/watch?v=ZXiMCsfTpkw 

①フードドライブを知っているか  

 Y 39.3％  N 60.7％ 

②家庭で食品を廃棄することはあるか 

Y 66％   N 34％ 

③ 2 で Y と答えた方へ 1 週間当たりの

概算金額は  

1,000 円以内 82.8％  

①のように回収手段としてフードドライブ

が認知されていないので、広める方法を考

えたい。 

②校内フードドライブと逆のデータとなっ

た。アンケート対象によって異なることが

推察される。 

③今回は廃棄理由や廃棄品について調査を

していない。それらを知ることで、次の課題

に踏み込むことができた。 

You Tube で視聴できます    

Act for Hokkaido 



生産段階での食品ロス。２０年後の農業を考える農家さ

んと一緒に、商品開発プロジェクトを開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活動のもう 1 本の柱が事業系の食品ロス対策です。SNS を通して私たちの取り組みに共

感いただいた(株)しまねずみファーム（北海道上富良野）の島崎ひとみ様から、「農家が抱

える課題を一緒に解決しませんか」という、ご提案をいただきました。私たちの活動レポ

ートをお送りし、意見を交換。島崎さんから農家視点ではない新しい発想が欲しいことと、

私たちが取り組みたいと思っていた商品開発への思いが合致して、一緒にプロジェクトを

立ち上げることとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家の抱える課題をアップサイクルで解決 

食品ロスから商品開発 

 生産者と生産者をつなぐ 

しまねずみファームさんは主にア

スパラガス・ミニトマトを生産して  

いる上富良野町の農家さんです。以前は広告

代理店でお仕事をされていましたが、脱サラ

し就農。広告代理店で培った管理手法や ICT

知識を活かし、日々アップデートしながら美

味しい野菜作りをされています。  

PART 7  【実践】 

しまねずみファーム×商業研究部 

『農家が抱える課題をアップサイクルで解決！』 

3 月   課題の共有 

3 月   先行事例研究 

4 月   対象廃棄品の確認 

5 月   企画提案 

6 月   試作 実験 

7 月   商品提案 

8 月   コラボイベント 

9 月     開発 

10 月   生産 

11 月   販売 

 

プロジェクト概要 

アップサイクル 

捨てられるはずだったものに新しい価値を与え、元の

状態より価値を高めること。 
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切り下ってなんですか（課題の共有） 

 「廃棄されるアスパラガスの切り下を何とかしたい」これは私たちが解決する課題です。

アスパラガスに切り下（きりした）と呼ばれる規格外部分があることをご存じでしょうか。

普段何気なく食べているアスパラガスに、そのような部分があることを島崎さんから伺い

初めて知りました。一般的に市場に流通している野菜は規格に基づいて出荷されています。

アスパラガスも 23cm に切りそろえられて出荷され、根に近い部分が切り捨てられます。そ

れが切り下と呼ばれる部分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまねずみファームではアスパラガスの切り下が年間約 3t 発生し、ほとんどを地中に

埋めるなどして処分しています。一部の農家さんでは 200 円/㎏程度で販売したり、サプリ

メント等の原料として出荷したりしているケースもあるそうですが、大半の農家さんが廃

棄処理しています。 

 

先行事例を探す（先行事例研究） 

アイデアを出す前に先行事例を調査しました。 

 ・ほうじ茶 (株)REDD 

 ・アスパラ切り下スープ JA 佐賀 

 ・アスパラ茶 北王農林 

など、切り下から新たな食品を開発している事例がいくつかありました。 

  

 次にアスパラガスの切り下部分の栄養価や成分の情報も探しました。そこで、「アスパラ

ガスの規格外部分（切り下）の機能性成分含量および抗酸化活性」という西九州大学健康

栄養学部健康栄養学科の安田みどり教授（執筆者他 8 名）の論文を見つけました。 

 より、詳細を知るために西九州大学の安田みどり教授へ電 

話を掛けたところ現在は菱という植物で化粧品開発をしてい 

るという情報を得ました。菱の効能が書かれた論文を送って 

いただきましたが、英文でしたので頑張って翻訳してみまし 

た。 

その後もメールでやり取りをしています。今後、私たちの 

商品開発の進捗についてもお知らせしたいと考えています。 

 

 

 

切り下 

本 体 
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廃棄される食品を減らすこと 

開発した商品が売れること 

開発商品を食品ロス削減のアピール材料にすること 

開発したものが再びロスにならないこと 

食品ロスから食品ロ

スを生まない商品を

作ること 

切り下を食べてみる（対象廃棄品の確認） 

 市場にはほとんど出回っていないので、島崎さんに切り下を送ってもらい実際に食べて

みることにしました。部員全員が家に持ち帰り、切り下を使った料理を考えたのち、部の

中でピッチ大会を行いました。また、レシピを島崎さんにご覧いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの開発コンセプト（企画提案） 

先行事例や論文、調理を踏まえ、ブレインストーミングで商品のアイデア出しを行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

上記の他、多数のアイデアが出ましたが、どれもしっくりくるものがありませんでした。

もう一度、廃棄食品から何をしたいのかを話し合い、商品コンセプトを作り上げることに

しました。 

 

 

 

 

 

切り下チップス 

切り下きんぴらごぼう 

切り下の炊き込みご飯 

切り下飴 

切り下のチョコディップ 

切り下のポン酢漬け 

切り下のおかかバター和え 

切り下パン 

切り下餃子 

切り下のピクルス ほか 

消しゴム  アニマルフード  燻製  ふりかけ 

とうふ  あんこ  シャンプー  マスク  入浴剤  

印鑑  ストロー  トイレットペーパー   

アイスクリーム など 

実
際
に
作
っ
て
み
た
料
理 

調
理
後
の
感
想 

皮が硬いところがあるので、基本

皮を剥いてからの調理が望まし

い。 

味は本体と変わらないが、繊維が

多く感じる。 

皮を剥くと食べられる部分が少な

いので、丸ごと使えるものが良い。 

皮つきの料理の場合、食べたとき

口の中に皮が残る。 

コンセプト 
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賞味期限問題や、新たなロス問題が発生しないアップサイクル商品を作る、というコン

セプトをしまねずみファームさんとも共有して、商品化の活動に入りました。 

 

食品ロスから食品ロスを生まないアップサイクル 

 

1. Food Paper 

 

㈱五十嵐製紙（福井県越前市）様は大正 8 年創業、越前和紙の老舗工房です。私たちは

同社が出掛ける Food Paper に着目しました。Food Paper は廃棄野菜や果物で作った紙で

す。もしかしたら、アスパラの切り下を使った紙ができるかもしれないと思い、相談のメ

ールを送りました。早速、伝統工芸士の五十嵐匡美さんからオンラインで打ち合わせしま

しょうとのご連絡をいただきました。打ち合わせでは私たちの活動に高い評価をしていた

だき、すぐに試作を作ってみましょうという提案を受けました。五十嵐さんにとってもア

スパラの紙は初めてで、どのような色合いになるのか楽しみにされていました。しまねず

みファームさんから切り下１Kg を直送してもらい、出来上がった紙は商業研究部に送って

もらいます。試作に要する費用は 5,500 円（送料込み）、出来上がりまで 2 週間程です。 

  

私たちのアスパラペーパー（試作） 

 届いた紙は思っていたよりも大きくて、切り下に 

含まれる皮や繊維が紙表面の凹凸を生み出し、とて 

も味わいのあるものです。光の当て方で色合いが変 

化するのも、一般的な紙とは異なるところです。「こ 

の緑っぽいのは切り下の皮だよね」、「これは白いから 

繊維かも」、などとしばらくの時間、紙を囲んで盛り 

上がりました。 

  

紙の加工 

 紙の特徴を生かした商品を考えるために、ポジショ 

ニングマップを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価 格 高

い 

社会貢献度高 

アスパラ 

ペーパー 和 紙 

汎用紙 
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2. コスメティック  

 ポジショニングマップからわかる通り、アスパラペーパーの価格は高いところにありま

す。社会貢献度が高くても、低価格商品がある市場には参入できません。アップサイクル

品としてのインパクトや社会貢献度は高く、高価格であっても売れる商品を目指します。  

また、「脱プラスチック」の視点からアスパラペーパーへの転嫁が可能な商品を検討する

ことも考えています。 

 

テスト販売 

8 月 6 日（土）と 7 日（日）には北海道大学構内の北大マルシェ Café&Labo（札幌市北

区）で、北海道大学大学院農学研究院地域連携経済学研究室に共催いただき、しまねずみ

ファームさんとコラボイベントを実施しました。イベントで私たちは、フードドライブと

食品ロス削減の啓発およびアップサイクル活動をパネルで紹介 

し多くの方にご覧いただきました。また、アスパラペーパーの 

需要を探るため、栞に加工してテスト販売を行いました。普通 

の紙栞では他商品との競合が必至なため、クラフトパンチで栞 

に穴を開けてもらうという体験を加えて販売することにしまし 

た。1 枚 200 円と紙栞としては高価でしたが、アップサイクル商品であるという共感を生

んだことと、自分だけのデザインであるという体験が差別化を生み、23 枚販売することが

できました。 

 

和紙の原材料問題 

 1500 年という長い歴史を持つ越前和紙。いま、和紙の原料が不足していると聞きます。

和紙は、楮（こうぞ）やみつまた、雁皮（がんぴ）という植物でできているのですが、年々

収穫量が減っているそうです。特に楮は最盛期の 1.2%ほどしか採れないとのことです。私

たちはこの原材料問題にも今後注目し、日本の伝統工芸の原材料×北海道の食品ロス（廃

棄野菜や果物）との関係性について研究を深めたいと考えています。 

 

 

 

 

 フードペーパーと並行して、切り下を活用したコスメティック商品の開発にもチャレン

ジしています。西九州大学の安田教授の論文をもとに、アスパラの成分を生かしたコスメ

ティック商品を作りたいという思いを(株)シロ様へメール相談したところ、会長直々にお

返事をいただきました。メールの文章は私たちの思いが伝わるように、1 週間推敲に推敲

を重ねました。早速、オンラインで第 1 回目のミーティングを行いました。私たちが憧れ

を持っていたブランドの会長を目の前にして、とても緊張しましたが、次のオンラインミ

ーティング開催の約束をさせていただきました。2 回目はアスパラの栽培方法や、切り下

の発生量と時期、農薬等 の詳細も含めての打ち合わせなので、しまねずみファームさん

にも参加いただきました。アスパラの効能を説明し、顔パックとリップスティックの商品

化を提案しました。また、これからのスケジュールも示しました。 
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活動 2 年目の今年。私たちの取り組みはインパクトを 

残すことができたのか。そして、これからの展望を述べ

ます。 

 

 

 

 

 

 

3 回目は商品企画と開発担当の方も含めたミーティングを行い、本校の家庭科室で実験

を行う際の方法をレクチャーいただきました。切り下をそのまま砕きエキスを抽出する方

法と、一度茹でてから砕きエキスを抽出する方法を行います。しまねずみファームさんか

ら 3Kg の切り下を購入し（送料込み 1,792 円）、8 月には私たちだけで実験を行い匂いや使

用感を確認しています。研究発表大会等もあり実験はいったん中断し、10 月に本格的に商

品化を目指し実験を再開します。  

 企業の方も大変お忙しいなか私たちのために時間を割い 

ていただいています。少し時間がかかるプロジェクトにな 

りますが、アップサイクル商品として実現できるように精 

一杯取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードロスを通して、家庭で発生する食品ロスの理由は様々であることが分かりました。

買い過ぎによる余剰やマッチングしない贈答品のほか、家族の突然の入院による食品の余

剰、コロナ療養患者へ送られた市の支援品の余剰などです。どのような理由であっても、

不要と判断された食品は廃棄の道へと進みます。私たちはフードドライブを通して家庭の

余剰品を回収するとともに、食品ロス削減の必要性を訴えたつもりです。そして、22 名の

方に共感いただき、74,387 円のあらたな価値を見出すことができました。 

食品ロスの未来 PartⅡ～廃棄物に新たな価値を～ 

活動の検証と展望 

PART 8  【検証】【展望】 

仮説① 消費者視点の活動 

「家庭系食品ロスへのアプローチ」 

家庭で発生する余剰食品に、あらたな価値付けを行うことで食品ロスが減るのではな

いか。また、継続的な啓発活動を行うことで、消費者の当事者意識が高まるのではない

か。 
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啓発地域を絞ることで情報が伝達しやすくなり、地域住民の当事者意識が高まるものと

考えます。今後は行政や地域団体などに私たちの活動データを提供し、共同した取り組み

を実施したいと考えています。フードドライブをボランティア頼りにするのではなく、地

域経済に効果的なモデル「地域経済×フードドライブ」に発展させます。 

これからも皆さんのご縁をいただきながら活動域を拡げ、一生懸命に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 商品開発はまだ道半ばです。食品ロスから食品ロスを生まないという私たちが立てたコ

ンセプトのもと、「アスパラペーパー」「コスメティック」のアップサイクルを目指してい

きます。オンラインミーティングの度に高くなる壁に何度もぶつかっています。しかし、

協力いただいているしまねずみファームさんや真剣に向き合ってくれる企業の皆さんに、

最後までやり切ったと思っていただけるように頑張ります。この取り組みは地域に根差し

たフードドライブと異なり、地域を飛び出した活動をしています。企業が単独で経済活動

をしていないのと同様に、私たちも課題解決に協力していただける企業を探し、ときには

企業と企業を結ぶ、地域と地域を結ぶハブ的な役割を担っていきたいと考えています。解

決すべき課題は次から次へとやってきます。私たちが行動を起こすことこそが、明るい未

来を作ることだと信じて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説② 生産者視点の活動 

「事業系食品ロスへのアプローチ」 

生産現場で発生する食品廃棄物のアップサイクルで食品ロスを減らせるのではないか。

また、開発商品を販売することにより、生産者、消費者の当事者意識が高まるのではな

いか。 
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お世話になった企業・団体のみなさま（順不同・敬称略） 

(株)しまねずみファーム（北海道上富良野町） 

コープさっぽろ しんことに店（札幌市北区）  

札幌市北区新琴似まちづくりセンター（札幌市北区）  

札幌市北区役所広聴課（札幌市北区）  

(株)北海道新聞社（札幌市中央区）／(株)クローバー（札幌市北区） 

(株)五十嵐製紙（福井県越前市）／西九州大学（佐賀県神埼市）  

北海道大学（札幌市北区）／(株)テレビ北海道（札幌市中央区） 

㈱シロ（東京都港区）  
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